
.

発
行
／
山
形
県
尾
花
沢
市
議
会

編
集
／
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

1616120号・令和６年２月１日発行120号・令和６年２月１日発行

発
行
責
任
者

議
長

菅
野

修
一

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委
員
長

土
屋

範
晃

副
委
員
長

畑
中

和
恵

委
員

伊
藤

浩

委
員

鈴
木

清

委
員

和
田

哲

委
員

菅
藤

昌
己

委
員

髙
橋

隆
雄

●あ
●と
●が
●き

尾
花
沢
市
議
会
だ
よ
り

120
号
を
最
後
ま
で
読
ん
で

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
年
の
お
正
月
は
近
年

稀
に
み
る
雪
の
少
な
さ
で

す
。
い
つ
も
は
こ
の
時
期
、

真
っ
白
に
な
る
は
ず
の
尾

花
沢
。
ス
イ
カ
や
お
米
に

影
響
が
な
い
こ
と
を
願
い

な
が
ら
の
毎
日
で
す
。
今

年
も
編
集
委
員
一
同
、
皆

様
に
楽
し
く
読
ん
で
も
ら

え
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

(畑
中

和
恵
)
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二元代表制とは？

私
た
ち
市
議
会
は
、
令
和
５
年
６
月
定
例

会
に
お
い
て
、『
尾
花
沢
市
議
会
基
本
条
例
』

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

市
長
の
提
案
に
対
し
て
賛
成
か
反
対
か
だ
け

で
は
な
く
、
市
民
皆
さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま
な
要

望
に
耳
を
傾
け
て
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り

の
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
活
動
原

則
に
掲
げ
ま
し
た
。

代表区長会において今後の広報広聴委員会の取組について説明しました。代表区長会において今後の広報広聴委員会の取組について説明しました。

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
は
、

市
長
が
そ
の
予
算
や
条
例
を
提
案
し
、
こ
れ
を
議

会
が
審
議
を
し
て
議
決
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
市
長
と
市
議
会
議
員
の
ど
ち
ら
も
、
市
民
が

直
接
選
挙
で
選
ぶ
こ
と
を
「
二
元
代
表
制
」
と
い

い
ま
す
。
お
互
い
が
対
等
の
立
場
に
立
ち
、
し
っ

か
り
と
議
論
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ

い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
議
会
で
は
、『
広
報
広
聴
委
員
会
』
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
急
激
な
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
ど
ん
な
政
策
が
必

要
な
の
か
？
な
ど
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
声
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を
行
う
た
め
に
、

ご
希
望
の
地
域
や
団
体
に
出
向
き
ま
す
。
詳

細
は
、
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

広
報
広
聴
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

広
報
広
聴
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

広
報
広
聴
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

政
策
提
言
を
し
ま
す

意
見
交
換
会
を
開
催



定例会定例会
12 月12 月

20232023
て

令和５年12月定例会が、11月30日から12月11
日まで12日間の会期で開催されました。一般会
計補正予算、特別会計補正予算、条例の改正・
設定、尾花沢市管内財産区管理会の委員選任な
ど16議案を原案通り可決した。

定例会のあらまし

❺❺ 令和６年２月１日発行・120号令和６年２月１日発行・120号 ❹❹120号・令和６年２月１日発行120号・令和６年２月１日発行

物物物物物物物物物物物価価価価価価価価価価価高高高高高高高高高高高騰騰騰騰騰騰騰騰騰騰騰支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援物価高騰支援物価高騰支援 全全全全全全全全全全全会会会会会会会会会会会一一一一一一一一一一一致致致致致致致致致致致ででででででででででで可可可可可可可可可可可決決決決決決決決決決決全会一致で可決全会一致で可決 い れ い か い補正予算

補正予算総額 ５７２億６ 万円を追加

大相撲尾花沢場所開催へ

令和６年度大相撲夏巡業
の開催を目的に、その受け
皿となる実行委員会へ支援
するもの。

補助金

ふるさと納税返礼品

『雪とスイカと花笠のまちふるさと応援基
金』寄附者記念品代をふるさと納税の件数増
加に伴い増額補正するもの。

５，７３４万円

提出議案
議案番号 件 名 結 果
議第70号 令和５年度尾花沢市一般会計補正予算(第７号)

原
案
可
決
(全
会
一
致
)

議第71号 令和５年度尾花沢市国民健康保険特別会計補正予算(第２号)
議第72号 令和５年度尾花沢市簡易水道特別会計補正予算(第３号)
議第73号 令和５年度尾花沢市農業集落排水事業特別会計補正予算(第３号）
議第74号 令和５年度尾花沢市介護保険特別会計補正予算(第２号)
議第75号 令和５年度尾花沢市後期高齢者医療保険特別会計補正予算(第２号)

議第76号 尾花沢市の定年前に退職する意思を有する職員の募集及び認定等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

議第77号 尾花沢市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議第78号 尾花沢市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議第79号 尾花沢市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について
議第80号 尾花沢市簡易水道事業及び農業集落排水事業の設置等に関する条例の設定について
議第81号 尾花沢市企業版ふるさと納税基金条例の設定ついて
議第82号 尾花沢市管内財産区管理会委員の選任について
議第83号 令和５年度尾花沢市一般会計補正予算(第８号)
議第84号 尾花沢市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
議第85号 尾花沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

補正予算の一覧

主な補正内容

物価高騰対策 生活応援
物価高騰対応重点支援事業(臨時交付金事業)

エネルギー・食料品等の物価高騰の影響を受けた生活者
等の支援を目的とし、特に家計への影響が大きい低所得世
帯(住民税非課税世帯等)の経済的負担軽減を図るため、対
象世帯に対し７万円／世帯を支給するもの。

プレミアム商品券発行事業(臨時交付金事業)

電気・ガス、食料品等の物価高騰により生活者と、
商店街等の経営を継続して支援するため、プレミアム
率30％の第31弾元気おばね商品券を販売するもの。

タクシー券をマイナンバー
カードで利用可能に

３４０万円
７６４万円１億

１，７５０万円

タクシー券電子化実証運行事業

タクシー券利用者の利便性向上をはかりタクシー
事業者及び行政事務の効率を図るため、電子化によ
る実証運行を行うもの。現在、タクシー券を支給さ
れている方がさらに１万円分をマイナンバーカード
で利用可能になる。 (申請が必要となる。)

１００万円

予 算 補 正 額 補 正 後 の 額

一 般 会 計 ５億８５６万９千円 １４６億８,９８３万７千円

特

別

会

計

国民健康保険(事業勘定) ６,７１１万３千円 ２１億７８７万６千円
国民健康保険(施設勘定) ２１１万５千円 ４億３,０９３万２千円
介護保険 １９３万円 １９億７,５６１万７千円
後期高齢者医療保険 １,３５５万１千円 ２億３,６５７万５千円
簡易水道 ６７９万９千円 ２億９,４９２万円
農業集落排水事業 ４９万５千円 ９,６０１万１千円



和田
わ だ

哲
さとし

議員

問
現
行
の
許
可
基
準
に

よ
り
、
尾
花
沢
市
職
員
は

ど
ん
な
兼
業
を
し
て
い
る

か
。

市
長

現
在
は
、
消
防
団

員
、
各
種
統
計
調
査
の
調

査
員
・
指
導
員
、
嘱
託
警

察
犬
指
導
手
、
予
備
自
衛

官
な
ど
を
主
に
許
可
し
兼

業
し
て
い
る
。

問
地
方
公
務
員
の
兼
業

は
、
人
口
減
少
に
よ
る
働

き
手
不
足
な
ど
を
背
景
に
、

髙
橋
隆
雄

① 委託業務のチェック

２ 学校内のいじめ問題

３ クマ等の出没対策

土
屋
範
晃

① 地域活動・コミュニティ活動の推進

２ 人口減少対策

菅
藤
昌
己

１ 市営住宅の空き室対策

２ 野良猫や捨て猫の対策

③ 間口除雪

青
野
隆
一

１ 小中学校統合に関する課題

② 徳良湖周辺施設の緑地化

鈴
木

清

① 尾花沢市環境基本計画

２ ｢希望の給食｣目指して

◯囲み数字が掲載

❻❼ 令和６年２月１日発行・120号 120号・令和６年２月１日発行

一般質問一般質問

地
域
社
会
貢
献
や
課
題
解

決
の
働
き
と
し
て
全
国
的

に
期
待
さ
れ
は
じ
め
て
お

り
、
県
内
に
お
い
て
も
動

き
が
出
始
め
て
い
る
。
市

長
は
、
こ
れ
か
ら
の
市
職

員
の
兼
業
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

市
長

す
い
か
の
収
穫
作

業
の
手
助
け
な
ど
は
、
課

題
解
決
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
本
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

安心で明確な安心で明確な
許可基準を！許可基準を！

前向きに
検討・設定したい

問

る
。
早
急
に
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
職

務
の
遂
行
に
支
障
が
及
ば

な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

問
そ
の
た
め
に
は
「
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」
の

導
入
も
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

今
後
の
国
・
県
の

動
き
を
し
っ
か
り
把
握
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
１

労
働
者
が
仕
事
と
生
活
の

調
和
を
図
り
な
が
ら
効
率

的
に
働
け
る
制
度

答

一般質問・答弁
の映像はこちら

楽しく働き、
楽しく暮らせる
まちがいいな～

鈴
木
由
美
子

① 市民が主役のまちづくり
２ ｢こどもまんなかアクション｣への取り組み
３ 県立北村山高校
４ 防災無線の使い方

和
田

哲

① 尾花沢市職員の兼業

２ 徳良湖周辺整備マスタープランの中間

整理と見えるビジョン

畑
中
和
恵

① 子育て支援

２ 子ども・子育て支援事業計画策定事業

伊
藤

浩

① 農業を取り巻く問題

２ 今年度の除排雪

３ 新ゴミ処理場の建設

安
井
一
義

１ 生活安全の防犯対策

２ 所有者不明の空き家、空き地等の管理

③ 移動市役所の高齢者対策

鈴木
すずき

由美子
ゆみこ

議員

問
第
三
者
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
と
思
っ
て
い
た
。

第
三
者
の
弁
護
士
事
務
所

か
。
ど
の
辺
ま
で
踏
み
込

ん
で
調
査
で
き
る
の
か
。

市
に
も
最
終
責
任
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
？

(質
問
権

総
合
政
策
課
長
)

市
の
最
終
責
任
に
つ
い
て
、

市
が
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
部
分
を
確
認
し
た
い
。

法
律
上
の
責
任
で
あ
れ
ば
、

民
事
・
刑
事
責
任
が
発
生

す
る
。
例
え
ば
、
風
評
被

害
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
市
は
被
害
者

に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
被
害
者
に
あ
た
る
市

が
、
ど
の
よ
う
に
何
の
責

任
を
取
れ
ば
よ
い
の
か
。

責
任
と
は
、
何
を
基
に
し

た
言
葉
な
の
か
確
認
し
た

い
。

鈴
木

お
っ
し
ゃ
る
通
り

被
害
が
あ
る
と
思
う
。
そ

し
て
指
導
責
任
も
あ
っ
た

と
思
う
。
そ
う
言
う
部
分

観
光
物
産
協
会
に
つ
い
て

観
光
物
産
協
会
に
つ
い
て

弁
護
士
事
務
所
へ
依
頼
調
査
中

問

で
責
任
と
い
う
言
葉
を
使

っ
た
。

問
尾
花
沢
市
行
財
政
改

革
推
進
プ
ラ
ン
策
定
に
あ

た
り
、
速
や
か
に
市
民
に

情
報
公
開
す
る
こ
と
を
大

前
提
に
行
財
政
運
営
に
努

め
て
欲
し
い
。
ど
う
取
り

組
ま
れ
て
い
く
の
か
。
と

質
問
し
た
が
お
答
え
が
な

い
。

総
合
政
策
課
長

観
光
物

産
協
会
の
事
案
と
の
中
身

が
関
係
す
る
も
の
で
は
無
い
。

答

一般質問・答弁
の映像はこちら

観光物産協会

監督・指導・
説明責任が
大いにあるはず

※
１



一般質問一般質問

❽❾ 令和６年２月１日発行・120号 120号・令和６年２月１日発行

伊藤
いとう

浩
ひろし

議員

問
畑
地
化
促
進
事
業
の

進
捗
状
況
は
い
か
が
か
。

ま
た
、
今
回
申
し
込
み
を

し
な
か
っ
た
農
家
に
つ
い

て
も
す
み
や
か
に
追
加
希

望
の
事
前
調
査
を
行
う
事

は
必
須
課
題
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

市
長

４
月
に
国
へ
報
告

し
た
と
り
ま
と
め
面
積
は

152
・
６
ha
で
あ
り
、
こ
の

う
ち
６
月
に
69
・
１
ha
に

つ
い
て
一
次
採
択
の
内
示

が
あ
っ
た
。
保
留
分
の
面

積
で
、
国
の
精
査
を
受
け

非
該
当
と
な
っ
た
11
・
４

ha
を
除
く
72
・
１
ha
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
が
交
付

対
象
と
な
る
旨
の
内
報
が

11
月
に
あ
っ
た
。
こ
の
事

業
は
来
年
度
も
継
続
さ
れ

る
事
か
ら
、
今
年
度
申
し

込
み
が
出
来
な
か
っ
た
方

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の

方
針
が
示
さ
れ
た
時
点
で
、

皆
さ
ん
に
速
や
か
に
こ
の

追
加
希
望
者
の
調
査
は
必
須

追
加
希
望
者
の
調
査
は
必
須

事
業
内
示
後
に
要
望
調
査
を
行
う

問

事
業
内
容
の
周
知
を
図
り

な
が
ら
要
望
調
査
を
実
施

し
て
行
く
。

併
せ
て
国
の
動
向
を
注

視
し
、
農
家
の
皆
さ
ん
に

色
々
な
情
報
提
供
を
で
き

る
体
制
を
と
り
な
が
ら
、

募
集
期
間
中
に
申
し
込
み

が
出
来
る
よ
う
に
対
応
し

て
行
き
た
い
。

答

一般質問・答弁
の映像はこちら

畑地化を待つ水田

国の政策に現場
の問題が反映さ
れていない

安井
やすい

一義
かずよし

議員

問
移
動
市
役
所
の
導
入

で
何
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
か
。
ま
た
高
齢
者
の

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
の

操
作
方
法
の
周
知
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

市
長

移
動
市
役
所
は
交

通
弱
者
及
び
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ド
対
策
と
し
て
始
め

た
。
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

苦
手
な
方
の
為
に
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
移
動
さ
せ

る
」
こ
と
。
病
院
の
待
ち

時
間
を
有
効
に
活
用
し
手

続
き
を
す
る
な
ど
移
動
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
に

生
か
し
た
取
り
組
み
を
検

討
す
る
。

ま
た
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス

ポ
ー
ト
と
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
普
及
に
取
り
組
む
。

一
度
申
請
す
れ
ば
次
年
度

か
ら
手
続
き
が
自
動
で
行

わ
れ
タ
ク
シ
ー
券
な
ど
の

タ
ク
シ
ー
券
活
用
の
周
知
方
法
は

タ
ク
シ
ー
券
活
用
の
周
知
方
法
は

動
画
を
作
成
し
わ
か
り
や
す
く
す
る

問

追
加
交
付
等
も
タ
イ
ム
リ

ー
に
反
映
さ
れ
る
。
新
し

く
な
っ
た
タ
ク
シ
ー
券
利

用
方
法
等
オ
リ
ジ
ナ
ル
動

画
を
作
成
し
、
楽
し
く
わ

か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
。

※
１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ

コ
ン
等
の
情
報
通
信
技
術

を
利
用
で
き
る
者
と
、
で

き
な
い
者
と
の
間
に
生
じ

る
格
差

答

一般質問・答弁
の映像はこちら

タクシー券の残数や使用回数が表示
されます。

防犯カメラは
犯罪抑止効果
もあるよ

畑中
はたなか

和恵
かずえ

議員

問
「
元
気
な
尾
花
沢
を

語
る
会
」
の
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
本
市
独
自
の

育
児
支
援
を
期
待
す
る
声

が
多
く
あ
る
。
物
価
高
騰

に
よ
る
経
済
的
不
安
の
中
、

豪
雪
地
帯
の
本
市
に
住
み

続
け
な
が
ら
懸
命
に
子
育

て
を
し
て
い
る
世
帯
へ
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
策
と

し
０
〜
２
歳
児
の
保
育
料

を
完
全
無
償
化
し
て
は
い

か
が
か
。

市
長

令
和
２
年
10
月
か

ら
国
の
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
が
ス
タ
ー
ト
し
、

３
歳
以
上
児
及
び
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
０
〜
２
歳

児
ま
で
の
保
育
料
が
全
国

的
に
無
償
化
さ
れ
た
。
こ

れ
に
加
え
本
市
で
は
、
市

独
自
の
多
子
軽
減
策
と
山

形
県
保
育
料
無
償
化
に
向

け
た
段
階
的
負
担
軽
減
交

付
金
に
上
乗
せ
し
、
０
〜

２
歳
児
の
う
ち
所
得
区
分

の
第
３
、
第
４
階
層
の
保

育
料
を
無
償
と
し
て
い
る
。

国
の
少
子
化
対
策
と
連
携

し
、
保
育
料
を
課
し
て
い

る
所
得
区
分
の
第
５
階
層

の
０
〜
２
歳
児
を
無
償
化

し
、
完
全
無
償
化
の
実
現

を
目
指
す
。

一般質問・答弁
の映像はこちら

高校生を担当す
る課が欲しい…

髙橋
たかはし

隆雄
たかお

議員

問
行
政
運
営
の
他
、
市

民
か
ら
の
要
望
や
依
頼
、

更
に
は
国
・
県
の
事
業
に

も
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
で
き
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
に
は
、

専
門
的
な
知
識
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
そ
れ
ら
に
対
応
す

る
た
め
さ
ら
な
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
専
門
的
知
識
を

有
す
る
職
員
の
配
置
が
必

要
で
は
な
い
か
。

市
長

職
員
一
人
ひ
と
り

が
業
務
に
関
す
る
専
門
的

な
知
識
を
身
に
つ
け
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
し
、
業
務
・

検
査
・
確
認
の
内
容
を
充

実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
現
在
、
業
務
に
関
す

る
専
門
的
な
知
識
習
得
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
、
職
員
研
修
開
催
に
向

け
関
係
機
関
と
調
整
し
て

い
る
。
今
後
必
要
と
さ
れ

る
内
容
を
吟
味
し
な
が
ら
、

職
員
研
修
を
開
催
し
研
修

会
等
積
極
的
に
参
加
さ
せ

る
こ
と
で
、
専
門
知
識
の

あ
る
職
員
を
育
成
し
、
配

置
す
る
こ
と
に
よ
り
適
切

な
業
務
対
応
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
て
い
く
。

一般質問・答弁
の映像はこちら

専門的知識は
経験も必要だ
なぁ

完全無償化の
実現を目指す

答

市独自で保育料の市独自で保育料の
負担軽減を負担軽減を

問

研修など積極的に
とりくむ

答

職員のスキルアップ職員のスキルアップ
が必要ではが必要では

問

電子タクシー券始まる

徳良湖ツリーハウスで遊ぶ子どもたち

※
１
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一般質問一般質問

菅藤
かんとう

昌己
まさき

議員

問
間
口
除
雪
の
定
義
と

高
齢
者
や
要
援
護
者
世
帯

の
間
口
除
雪
を
丁
寧
に
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
の
『
除
雪
情

報
シ
ス
テ
ム
』
を
活
用
し

留
意
個
所
や
高
齢
者
世
帯

へ
配
慮
し
た
除
雪
体
制
の

構
築
を
。
ま
た
、
国
道
、

県
道
添
い
に
あ
る
家
の
除

雪
体
制
を
市
道
同
様
の
体

制
に
し
て
ほ
し
い
。

市
長

間
口
除
雪
と
は

『
各
戸
の
出
入
り
口
や
車

庫
等
に
市
道
除
雪
に
よ
る

雪
を
で
き
る
だ
け
置
か
な

い
間
口
除
雪
に
努
め
る
』

と
し
て
い
る
。
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
と
の
情
報
共
有
が
大

切
で
あ
り
、
県
管
理
道
路

沿
線
に
つ
い
て
も
市
か
ら

の
情
報
を
共
有
し
て
い
け

要
援
護
世
帯
の
間
口
除
雪
を
丁
寧
に

要
援
護
世
帯
の
間
口
除
雪
を
丁
寧
に

県
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の
情
報
共
有
と
除
雪

情
報
シ
ス
テ
ム
の
改
良
を
検
討
す
る

問

る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

『
除
雪
情
報
シ
ス
テ
ム
』

は
除
雪
機
械
の
現
在
地
を

見
え
る
化
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
に
留
意
す
る
家

な
ど
を
シ
ス
テ
ム
化
で
き

る
か
ど
う
か
、
検
討
し
て

い
く
。

答

一般質問・答弁
の映像はこちら

尾花沢市の幸福度っ
てどうなのかな？
やることいっぱいあるな…

青野
あおの

隆一
りゅういち

議員

問
徳
良
湖
の
約
２
・
５

ha
を
、
今
年
か
ら
３
年
間

で
１
億
３
千
４
百
万
円
の

全
面
芝
張
り
工
事
を
行
う

が
、
安
価
な
ひ
ま
わ
り
畑

な
ど
に
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

花
畑
の
施
工
費
が

高
額
と
な
る
た
め
、
芝
生

広
場
に
変
更
し
た
。

問
ス
ペ
ー
ス
貸
出
に
よ

る
収
益
と
あ
る
が
、
ど
の

程
度
と
考
え
て
い
る
か
。

市
長

詳
細
な
収
益
に
つ

い
て
は
計
算
し
て
い
な
い
。

問
毎
年
の
維
持
管
理
費

は
、
370
万
円
で
間
に
合
う

の
か
。

市
長

あ
く
ま
で
も
概
算

金
額
で
あ
り
、
今
後
変
更

の
可
能
性
も
あ
る
。

問
全
国
で
２
ha
全
面
芝

張
り
を
し
た
公
園
の
成
功

事
例
は
あ
る
か
。

市
長

成
功
事
例
の
把
握

は
し
て
い
な
い
。

問
同
じ
２
ha
で
、
月
山

１
億
３
千
４
百
万
円
の
徳
良
湖
整
備
は
見
直
し
を
！

１
億
３
千
４
百
万
円
の
徳
良
湖
整
備
は
見
直
し
を
！

市
民
の
い
や
し
の
場
と
し
て
芝
張
り
に
し
た

問

高
原
の
ひ
ま
わ
り
畑
は
年

額
50
万
円
、
長
崎
県
松
浦

市
の
コ
ス
モ
ス
畑
は
10
万

円
の
交
付
金
で
、
市
民
団

体
と
協
力
し
て
賑
わ
っ
て

い
る
。
お
金
は
教
育
や
人

口
減
少
対
策
に
使
う
べ
き

だ
。

市
長

私
は
首
都
圏
に
40

年
い
た
が
、
芝
生
と
松
だ

け
の
皇
居
に
は
大
勢
の
人

が
集
ま
っ
て
く
る
。

答

一般質問・答弁
の映像はこちら

全面芝張となる2.5haの徳良湖畔

先細る財政！
教育や市民生活
を最優先して

土屋
つちや

範晃
のりあき

議員

問
専
任
の
集
落
支
援
員

を
１
名
配
置
す
る
毎
に
国

か
ら
445
万
円
の
特
別
交
付

税
措
置
が
あ
る
。
本
市
の

財
政
負
担
が
ほ
と
ん
ど
無

い
上
に
、
区
長
や
地
区
公

民
館
長
が
担
う
業
務
負
担

を
軽
減
で
き
る
こ
と
や
地

域
活
動
体
制
を
強
化
で
き

る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が

期
待
で
き
る
。
ま
ず
は
、

特
定
の
地
区
に
お
い
て
試

験
的
に
集
落
支
援
員
を
配

置
し
て
は
い
か
が
か
。

市
長

集
落
支
援
員
を
配

置
す
る
こ
と
は
、
地
域
全

体
の
発
展
や
社
会
的
な
結

束
を
強
化
す
る
上
で
重
要

な
意
義
が
あ
り
、
地
域
ニ

ー
ズ
を
速
や
か
に
把
握
す

る
こ
と
や
地
域
内
の
協
力

や
つ
な
が
り
の
促
進
を
図

り
、
さ
ら
に
各
機
関
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

円
滑
に
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
県
内
の
配
置
状

況
は
11
市
町
56
名
で
あ
り
、

事
業
経
費
に
つ
い
て
国
に

よ
る
財
源
措
置
が
あ
る
こ

と
や
全
国
的
に
取
組
事
例

が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、

制
度
の
活
用
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

一般質問・答弁
の映像はこちら

財源付きの制度
で地域力を強化
しましょう！

鈴木
すずき

清
きよし

議員

問
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
活
用
に
風
力
発
電

は
ど
う
位
置
づ
け
て
い
る

か
。

市
長

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
と
付
加

価
値
の
地
域
循
環
を
政
策

の
柱
と
し
て
い
る
。

問
令
和
元
年
「
宮
城
山

形
北
部
風
力
発
電
事
業
｣

(宝
栄
牧
場
)、令
和
２
年

｢山
形
尾
花
沢
風
力
発
電

事
業
」
(鶴
子
･上
柳
渡
戸

地
区
)は
ど
う
な
っ
た
か
。

市
長

前
者
は
現
在
調
査

中
、
後
者
は
廃
止
と
な
っ
た
。

問
今
度
の
関
西
電
力
の

風
力
発
電
事
業
計
画
に
つ

い
て
、
吉
村
県
知
事
は

「
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害

と
冬
期
間
の
維
持
管
理
の

懸
念
」
と
「
絶
滅
危
惧
種

イ
ヌ
ワ
シ
の
保
護
」
を
述

べ
て
い
る
が
ど
う
考
え
る

か
。
ま
た
低
周
波
に
よ
る

健
康
被
害
の
恐
れ
は
な
い

か
。

市
長

県
知
事
と
基
本
的

な
考
え
は
同
じ
。
低
周
波

の
影
響
は
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
く
説
明
を
事
業
者

に
働
き
か
け
る
。

問
事
業
計
画
に
は
、
住

民
と
議
会
の
同
意
が
必
要

で
は
な
い
か
。

市
長

地
元
、
住
民
等
へ

の
十
分
な
説
明
を
求
め
、

理
解
と
合
意
の
上
進
め
ら

れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

一般質問・答弁
の映像はこちら

イヌワシの
風車見下ろす
ギラリの眼

制度活用に向けて
検討する

答

支援員配置で支援員配置で
地域力強化を地域力強化を

問

再生エネの推進と
活性化を目指す

答

風力発電の位置づけ風力発電の位置づけ
はあるのかはあるのか

問

役 割

市職員と連携し、
集落への｢目配り」
として集落の巡回、
状況把握等を実施。
(総務省HPより）

財 源 特別交付税(国)
専任１人当：445万円

配置状況
(R４時点)

【全国】
〇専任：1,995人
〇兼任：3,183人
【県内】
〇11市町 56人

【集落支援員とは？】
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歩歩歩歩
【視
察
の
概
要
】

総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
11
月
12
日
(日
)〜
14
日
(火
)の

行
程
で
、
今
年
度
の
新
規
事
業
お
よ
び
今
後
の
市
政
運
営
に

関
し
て
、
必
要
か
つ
価
値
あ
る
先
進
事
例
を
研
究
し
政
策
提

言
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
現
地
視
察
に
よ
る
行
政
調
査
を
実

施
し
た
。

動
」
に
よ
り
各
集
落
へ
補
助

金
を
交
付
し
て
い
た
が
、
町

政
へ
町
民
の
声
が
よ
り
反
映

さ
れ
る
「
智
頭
町
百
人
委
員

会
」
を
新
た
な
事
業
と
し
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

お
の
夢
と
希
望
の
教
育
・
お

の
検
定
（
兵
庫
県
小
野
市
）

小
野
市
は
、
母
親
の
お
な

か
に
命
が
宿
る
マ
イ
ナ
ス
１

歳
児
か
ら
15
歳
ま
で
の
16
か

年
を
、
脳
の
発
達
に
と
っ
て

重
要
な
時
期
と
捉
え
、
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
意
識
し
、
脳
の

発
達
に
応
じ
た
「
夢
と
希
望

の
教
育
」
を
展
開
し
、
子
ど

も
た
ち
の
夢
を
叶
え
る
た
め

の
教
育
だ
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
複
合
施
設

隼
Lab.(鳥
取
県
八
頭
町
)

こ
の
施
設
は
、
人
口
減
少

を
背
景
に
廃
校
と
な
っ
た
小

学
校
を
利
活
用
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ソ
ン
・
地
域
住
民
・

子
育
て
世
代
・
高
齢
者
な
ど
、

多
様
な
人
々
が
共
存
す
る
複

合
施
設
で
あ
り
、
１
階
は

「
カ
フ
ェ
」「
訪
問
介
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」、
２
階
と
３

階
は
「
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
」

な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

１
／
０
村
お
こ
し
運
動
・
百

人
委
員
会
(鳥
取
県
智
頭
町
）

智
頭
町
で
は
、「
自
分
た

ち
の
村
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
意
識
で
、「
ゼ

ロ
分
の
イ
チ
村
お
こ
し
運

夢
と
希
望
！

教
育
・
廃
校
利
用

・
ま
ち
づ
く
り

【所
感
】

学
校
が
〝空
き
家
〞の
ま

ま
で
は
、
使
い
手
を
探
す

こ
と
が
よ
り
困
難
と
な
り
、

維
持
管
理
費
が
か
か
る
。

利
用
方
法
は
、
公
共
施
設

と
い
う
枠
組
み
に
と
ら
わ

れ
ず
、
雇
用
や
観
光
に
よ

る
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る

活
用
方
法
が
必
要
だ
と
思

う
。

(和
田

哲
)

総務文教
常任委員会

産業厚生
常任委員会 ゼロカーボン推進

小野市役所で調査する様子小野市役所で調査する様子

【所
感
】

札
幌
市
の
上
水
道
の
落

差
を
利
用
し
た
水
力
発
電

は
、
本
市
の
浄
水
場
で
の

発
電
施
設
の
設
置
の
可
能

性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
当
別
町
の
地
中
熱
を

利
用
し
た
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ

ィ
ン
グ
な
ど
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
た
が
、
設
備
投
資
と
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
計

算
し
、
長
期
的
な
視
野
で

考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
が
叫
ば
れ

て
い
る
昨
今
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
都
市
宣
言
の
本
市
は
、

さ
ら
に
環
境
に
配
慮
し
た

施
策
を
推
進
す
べ
き
と
思

わ
れ
た
。（
菅
野

喜
昭
）

札幌市水道局の視察の様子札幌市水道局の視察の様子

【視
察
の
概
要
】

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
11
月
14
日
(火
)〜
16
日
(木
)、

北
海
道
の
美
唄
市
、
札
幌
市
、
当
別
町
に
お
い
て
、
市
立
美

唄
病
院
の
運
営
、
水
道
局
の
環
境
配
慮
に
関
す
る
取
り
組
み
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
行
政
調
査
を
行

っ
た
。

美
唄
市
役
所

市
立
美
唄
病
院
の
運
営
に

つ
い
て
、
経
営
強
化
プ
ラ
ン

の
概
要
、
医
師
確
保
の
取
り

組
み
、
医
科
大
学
等
と
の
連

携
状
況
等
を
調
査
研
修
し
た
。

札
幌
市
(水
道
局
)

札
幌
市
水
道
局
の
環
境
配

慮
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
札
幌
市
気
候
変
動
対

策
行
動
計
画
及
び
平
岸
水
力

発
電
所
を
調
査
及
び
視
察
に

よ
り
調
査
し
た
。

当
別
町
役
場

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
推
進
計
画
、
再
生
可

議会運営
委員会

タブレットの
有効活用について

【所
感
】

行
政
視
察
で
の
事
例
を

生
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
本

市
議
会
に
お
け
る
タ
ブ
レ

ッ
ト
活
用
は
、
議
会
活
動

だ
け
で
な
く
議
員
活
動
に

も
幅
広
く
利
用
で
き
る
よ

う
に
全
議
員
が
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
（
星
川

薫
)

見附市役所前にて見附市役所前にて

【視
察
の
概
要
】

議
会
運
営
委
員
会
は
、
新
潟
県
燕
市
(令
和
５
年
11
月
21

日
(火
)）、
新
潟
県
見
附
市
(令
和
５
年
11
月
22
日
(水
))行

政
視
察
を
行
っ
た
。
議
会
シ
ス
テ
ム
は
本
市
と
同
様
、
両
市

と
も
に
SideBooksを
使
用
し
て
い
る
。

本
議
会
、
常
任
委
員
会
以
外

で
の
活
用
事
例

会
期
以
外
は
、
議
員
各
自

に
お
け
る
議
会
活
動
に
利
用
。

他
に
は
、
議
会
広
報
の
原
稿

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
確
認
、
議

員
協
議
会
、
議
員
研
修
会
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、
資
料
作

成
、
行
政
視
察
、
議
会
の
あ

ら
ゆ
る
会
議
で
使
用
。

フ
ォ
ル
ダ
構
成
、
階
層
、
掲

載
な
ど
に
つ
い
て

会
議
ご
と
に
フ
ォ
ル
ダ
を

作
成
し
、
各
年
、
各
回
に
分

け
て
資
料
を
格
納
。
他
に
は
、

青
色
の
フ
ォ
ル
ダ
は
、
当
局

か
ら
の
各
種
資
料
の
共
有
の

た
め
の
フ
ォ
ル
ダ
。
会
議
開

催
ご
と
に
フ
ォ
ル
ダ
を
赤
色

に
変
更
し
、
使
用
す
る
フ
ォ

ル
ダ
を
わ
か
り
や
す
く
す
る

な
ど
。

連
絡
用
チ
ャ
ッ
ト
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
共
有
に
つ
い
て

連
絡
用
チ
ャ
ッ
ト
は
、
燕

市
は
LoG
o
チ
ャ
ッ
ト
（
有

料
）、
災
害
時
の
安
否
確
認

に
も
活
用
。
見
附
市
は
W
o

w
Talk(有
料
)一
人
３
端
末

ま
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
可
を
使

用
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
は
、

両
市
と
も
G
oogleカ
レ
ン

ダ
ー
。
議
会
行
事
予
定
の
共

有
、
議
長
、
副
議
長
の
公
務

の
共
有
、
案
内
状
の
添
付
に

よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、
よ
り
よ
い
議
会
だ

よ
り
を
作
る
た
め
、
令
和
５
年
11
月
６
日
と
７
日
に

全
国
町
村
議
会
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
等
の
表
彰

実
績
の
あ
る
岩
手
県
岩
泉
町
議
会
と
宮
城
県
柴
田
町

議
会
を
訪
問
し
、
行
政
視
察
を
実
施
し
た
。

編
集
す
る
に
あ
た
っ
て
フ
ォ
ン
ト

や
記
事
の
シ
リ
ー
ズ
化
、
写
真
を
含

め
た
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
の
編
集
方
針

が
確
立
し
て
お
り
、
発
行
ま
で
の
日

程
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
っ
た
。
視

察
先
で
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
に
つ
い
て
開
示
し
て
教
え
て
い

た
だ
い
た
。

岩
手
県
岩
泉
町
議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
レ
イ
ア

ウ
ト
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
「
Ｚ
」
を
描
く
よ
う

な
視
線
の
動
き
を
誘
導
す
る
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
視
線
の
動
き
に
適
し
て
お
り
、

並
べ
た
時
に
一
目
で
違
う
話
題
と
分
か
る
と
い
っ
た

利
点
が
あ
る
。
今
回
の
本
市
議
会
だ
よ
り
に
お
い
て

早
速
こ
の
方
式
を
取
り
入
れ
た
。

｢議
会
だ
よ
り
改
革
｣

全
国
表
彰
議
会

を
調
査

【所
感
】

委
員
の
熱
意
は
も
ち
ろ
ん
、
編

集
方
針
や
レ
イ
ア
ウ
ト
が
確
立
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
「
読
み
た
く
な

る
、
分
か
り
易
い
議
会
だ
よ
り
」

の
作
成
に
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
大
い
に
活
用

し
、
本
市
議
会
だ
よ
り
の
改
革
に

努
め
て
い
く
。

(土
屋

範
晃
)

議会だより
編集委員会

岩手県岩泉町にて研修を受ける編集委員岩手県岩泉町にて研修を受ける編集委員

｢Ｚ
｣方
式
の
視
線
誘
導
レ
イ
ア
ウ
ト

確
立
さ
れ
た
編
集
方
針
と

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
日
程宮城県柴田町にて宮城県柴田町にて

市立美唄病院の視察の様子市立美唄病院の視察の様子

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
推

進
計
画
、
地
中
熱
を
活
用
し

た
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
事

業
等
を
調
査
し
た
。

※

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
は
、
脱
炭

素
の
こ
と
で
排
出
量
の
合
計

を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
。

※



北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

令和６年２月１日発行・120号 120号・令和６年２月１日発行 ●14●15

10
月
27
日
、
組
合
議
場
に
て
10
月
定
例
会
を
開
催

し
、
令
和
４
年
度
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
ほ
か
、
決
算
認
定
議
案
４
案
件
、
剰
余
金
の
処

分
議
案
２
案
件
、
お
よ
び
令
和
５
年
度
補
正
予
算
１

案
件
、
条
例
の
制
定
２
案
件
に
つ
い
て
、
慎
重
な
審

議
を
経
て
、
全
議
案
を
可
決
し
た
。

尾
花
沢
市
大
石
田
町

環
境
衛
生
事
業
組
合
議
会

昭和37年に建設された尾花沢市大石田町環境衛生事業組合

令
和
５
年
10
月
６
日
に
定
例
会
、
12
月
27
日
に
臨

時
会
を
開
催
し
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
(歳

入
９
千
949
万
954
円
、
歳
出
８
千
334
万
17
円
）
の
認
定

と
令
和
５
年
度
補
正
予
算
(補
正
後
総
額
９
千
732
万

１
千
円
）
を
可
決
し
た
。
ま
た
、
村
山
市
・
大
石
田

町
の
議
員
改
選
を
受
け
て
、
議
長
に
大
山
正
弘
議
員
、

副
議
長
に
安
井
一
義
議
員
が
就
任
し
た
。

大
類
涼
太
さ
ん
(尾
花
沢
中
学
校
)が
第
22
回
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
陸
上
競
技

男
子
走
高
跳

少
年

で
第
１
位
と
な
っ
た
こ
と
が
選
ば
れ
、
北
村

山
教
育
賞
に
表
彰
さ
れ
た
。

広域組合議会の報告広域組合議会の報告広域組合議会の報告

北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

北村山教育賞を受賞した大類涼太さん(写真左から３番目)

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会
は
、
令
和
５
年
12
月

26
日
に
全
員
協
議
会
及
び
定
例
会
を
開
催
し
た
。

⑴

全
員
協
議
会

管
理
者
(土
田
正
剛
東
根
市
長
)は
新
病
院
を
現
在

の
敷
地
内
に
建
設
す
る
方
針
を
示
し
た
。
建
て
替
え

場
所
は
、
現
病
院
の
東
側
を
予
定
し
て
い
る
。

⑵

定
例
会

副
議
長
に
村
山
市
議
会
議
長
の
高
橋
菜
穂
子
氏
を

新
任
し
た
。
３
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。

ア

２
０
２
３
年
度
事
業
会
計
補
正
予
算

上
半
期
(４
〜
９
月
)の
実
績
を
踏
ま
え
、
年
間
で

見
込
む
入
院
患
者
数
を
当
初
比
１
千
830
人
減
、
外
来

患
者
数
を
同
１
万
１
千
421
人
に
減
じ
修
正
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
事
業
収
益
は
、
２
億
６
千
833
万
円
減

の
51
億
５
千
万
円
、
事
業
費
用
は
、
２
億
３
千
160
万

円
減
の
57
億
957
万
円
に
補
正
し
た
。

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

１
日
(金
)
総
務
文
教
常
任
委
員
会

４
日
(月
)
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

６
日
(水
)
12
月
定
例
会

一
般
質
問

７
日
(木
)
12
月
定
例
会

一
般
質
問

議
会
運
営
委
員
会

11
日
(月
)
12
月
定
例
会
閉
会

13
日
(水
)
第
１
回
尾
花
沢
市
空
き
家
等
対
策
協

議
会
(議
長
)

17
日
(日
)
尾
花
沢
市
商
工
会
定
期
講
演
会
(議
長
)

19
日
(火
)
北
村
山
公
立
病
院
例
月
出
納
検
査
(議
長
)

20
日
(水
)
北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

議
会

運
営
委
員
会

21
日
(木
)
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

議
会
運
営
委
員
会

22
日
(金
)
環
境
衛
生
事
業
組
合
議
会

26
日
(火
)
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

定
例
会

27
日
(水
)
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

臨
時
会

５
日
(金
)
市
民
新
春
祝
賀
会

無
火
災
祈
願
祭
(議
長
)

消
防
関
係
者

新
年
を
祝
う
会

10
日
(水
)
全
員
協
議
会

第
２
回
議
会
改
革
推
進
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

11
日
(木
)
北
村
山
公
立
病
院

例
月
出
納
検
査

(議
長
)

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

18
日
(木
)
北
村
山
三
市
一
町
議
会
正
副
議
長
連

絡
協
議
会
(議
長
・
副
議
長
)

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議議 会会 のの

４
日
(月
)
総
務
文
教
常
任
委
員
会

５
日
(火
)
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

７
日
(木
)
本
会
議

一
般
質
問

８
日
(金
)
本
会
議

一
般
質
問

予
算
特
別
委
員
会

11
日
(月
)
予
算
特
別
委
員
会

総
括
質
疑

12
日
(火
)
予
算
特
別
委
員
会

総
括
質
疑
・
分

科
会

13
日
(水
)
予
算
特
別
委
員
会

分
科
会

14
日
(木
)
予
算
特
別
委
員
会

分
科
会

15
日
(金
)
予
算
特
別
委
員
会

分
科
会

18
日
(月
)
環
境
衛
生
事
業
組
合
議
会

議
会
運

営
委
員
会

環
境
衛
生
事
業
組
合
議
会

全
員
協

議
会

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

議
会

運
営
委
員
会

北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

議
会
運
営
委
員
会

19
日
(火
)
予
算
特
別
委
員
会

本
会
議
(常
任
委
員
長
報
告
)

議
会
運
営
委
員
会

21
日
(木
)
本
会
議

閉
会

22
日
(金
)
環
境
衛
生
事
業
組
合
議
会

３
月
定

例
会

25
日
(月
)
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

全
員
協
議
会

北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

第
１
回
定
例
会

26
日
(火
)
北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

全
員

協
議
会

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

第
１

回
定
例
会

22
日
(月
)
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

玉
野
歴
史
保
存
会
研
修
会
(議
長
)

23
日
(火
)
新
春
林
政
講
演
会

24
日
(水
)
総
務
文
教
常
任
委
員
会

25
日
(木
)
林
活
議
員
連
盟
研
修
会

各
派
代
表
者
会

尾
花
沢
雪
ま
つ
り
部
会
(産
業
厚
生

常
任
委
員
長
)

29
日
(月
)
北
村
山
公
立
病
院

例
月
出
納
検
査

(議
長
）

30
日
(火
)
村
山
北
部
土
地
改
良
事
業
推
進
協
議

会
中
央
要
望
(議
長
)

31
日
(水
)
村
山
北
部
土
地
改
良
事
業
推
進
協
議

会
中
央
要
望
(議
長
)

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

２
日
(金
)
企
業
懇
談
会
・
新
春
懇
談
会
(議
長
)

８
日
(木
)
全
国
市
議
会
議
長
会
第
116
回
評
議
員

会
(議
長
)

９
日
(金
)
全
員
協
議
会

14
日
(水
)
北
村
山
公
立
病
院

令
和
５
年
度
定

例
監
査

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

15
日
(木
)
北
村
山
公
立
病
院

令
和
５
年
度
定

例
監
査

16
日
(金
)
一
般
質
問
申
込
締
切

請
願
受
理
締

切

19
日
(月
)
総
務
文
教
常
任
委
員
会

21
日
(水
)
議
会
運
営
委
員
会

会
派
会
合

全
員
協
議
会

29
日
(木
)
３
月
定
例
会
本
会
議

開
会

市
表
彰
規
則
に
基
づ
く
功
労
表
彰

令
和
５
年
12
月

令
和
６
年
１
月

２
月
予
定

イ

病
院
一
般
職
の
給
与
条
例

の
改
正

・
給
与
月
額
の
引
き
上
げ
(給

料
表
の
改
定
平
均
改
定
率
＋

0.9
％
)

・
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
月

数
の
引
き
上
げ
(東
根
市
一

般
職
に
準
ず
る
)

ウ

令
和
５
年
度
北
村
山
公
立

病
院
組
合
事
業
三
市
一
町

負
担
金
の
額
の
補
正

三
市
一
町
負
担
金

432
万
１

千
円
を
減
額
補
正
し
た
。

主主 なな 動動 きき

３
月
予
定


